
 

「WA！」には、輪、和、話、環などの意味合いを込め、管内の学校や教職員のつながり、温か 

い交流、情報交換の広がりなどをイメージしています。  
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地方公務員法等の一部を改正する法律の施行により、定年が段階的に 65 歳まで延長されました。

令和７年 9 月現在、下都賀地区では 39 名の方（年度末 61 歳）が定年延長として勤務し、129 名の方

（年度末 62 歳～65 歳）が暫定再任用又は定年前再任用短時間勤務として勤務し、活躍されています。

本制度の概要を紹介します。仕組を知って人生設計にお役立てください。 
Point１<定年の法的根拠> 
地方公務員法第 28 条を根拠に

栃木県「職員の定年等に関する

条例」で定年を定めています。 

Point２<定年の段階的引上げ> 
定年は段階的に引き上げられ、

昭和 42 年度生まれの方からは

65 歳が定年となります。  

Point３<役職定年制> 
校長･教頭･主幹教諭は、管理監

督職勤務上限年齢制により、60
歳で降任します。 

Point４<定年前再任用短時間勤務制> 
60 歳で退職した職員を、短時間

勤務で再任用できる制度です。 
（ﾌﾙﾀｲﾑへの復帰不可） 

Point５<暫定再任用制度> 
定年の段階的な引上げ期間中、

満 65 歳まで雇用できる制度で

す。（ﾌﾙﾀｲﾑ及び短時間勤務） 

Point６<給与に関する措置> 
給与水準は 60 歳時点の約７割

となります。(短時間勤務者は勤

務時間に応じて按分します。) 
Point７<情報提供・意思確認> 
60 歳に達する年度の前年度に、

再任用に係る情報を提供し、本

人の意思を確認します。  

Point８<退職手当> 
60 歳で退職した場合、定年でな

くても「定年退職」の支給率で

算定します。 

Point９<職務内容> 
職務内容は、勤務形態 (ﾌﾙﾀｲﾑ又
は短時間勤務 )により定められ

ています。 
 

    
 

 
 
 
 

令和７年９月現在、下都賀教育事務所管内では、約 510 名の臨時的任用教職員（常勤・非常勤）の

方が御勤務されています。欠員代替や産休休暇・育児休業等の際の補充として御勤務いただく臨時的

任用教職員の需要が、近年より一層増しています。しかし、登録者数が年々減少しており、年度途中

の補充に大きな支障が生じています。先生方のお知り合いや教え子、御近所の方々の中に、教諭免許

状を所有されている方がいらっしゃいましたら、是非御紹介ください□。 

 
 
 
 

各所属において不祥事根絶に向けた校内研修や校内点検等を実施され、服務規律の確保の徹底を確

認いただいています。児童生徒一人一人が安心・安全に日常を過ごせるよう、教職員一人一人が健康

で充実した毎日を過ごせるよう、服務規律を遵守していきましょう。下記は、特に大切にしたい事項

を、思考ツール（マンダラ 64）を活用してまとめた下都賀地区オリジナル資料からの一部抜粋です。 
全８分類 64 項目の中から、２分類 16 項目のみを掲載します。 

 

定年の段階的引上げ及び再任用制度について 

お知り合いや教え子等の中で 
教諭免許状を所有している方を御紹介ください 

服務規律の遵守～安心・安全な毎日を過ごせるために～ 

 

 

【下都賀地区】 

不祥事の根絶と信頼確保～不祥事ゼロに向けて～  

（服務規律の遵守 思考ツール:マンダラ６４） 


